
    令和７年産備蓄米における地域農業再生協議会別面積配置にかかる 

    対応の考え方（案）について 

 

 例年、第１回総会において、令和７年産備蓄米における地域農業再生協議会別面積配置に

かかる対応の基本的考え方及びスケジュールについて案を示していたところであるが、令和

７年産の政府備蓄米の買い入れについては、需給環境が大きく変化しない限り当面中止する

とともに、買戻しは行わないとされ、現時点で実施の有無やスケジュールについて見通しが

立っていない。 

 このことから、令和７年産米においては、現段階では対応の考え方を示さず、今後の実施

の見込みやスケジュール等が明らかになった時点で対応することとしたい。 
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令和６年産備蓄米における地域農業再生協議会別面積配置 

にかかる対応の考え方（案） 

 
令和６年産備蓄米はこれまで５回の入札が行われ、都道府県優先枠 152,021 トン、

一般枠 16,676 トン、計 168,697 トンが落札されたが、全国で予定された 205,509 ト

ンに対して落札率 82.1%、36,812 トンを残している状況にある。（第６回入札は 6 月

４日） 
福島県においては県別優先枠 26,313トンに対して一般枠を含め計画の 30,000トン

以上を確保していると見込まれる。 
現在、各方針作成者は、落札した備蓄米の生産者結び付きをすすめているが、例年

地域農業再生協議会ごとの面積が確定しない数量が発生しており、令和６年産備蓄米

においても同様のことが想定される。 
このため地域農業再生協議会別面積配置について、以下により取りすすめる。 
 

１．対応の基本的考え方 

（１）売渡者が生産者の営農計画書・出荷契約書にもとづき、該当地域農業再生協議

会を特定できる数量・面積は、地域農業再生協議会別数量・面積を様式５－１号

に記載し報告する。 
 
（２）売渡者が、地域農業再生協議会を特定できない数量・面積は、以下により整理

する。 
①売渡者の地域組織が複数の地域農業再生協議会のエリアにまたがる場合、売

渡者から「その他」として数量を様式５－１号により東北農政局福島県拠点

に報告する。 
 なお、「複数の地域農業再生協議会」が特定できる場合（例：ＪＡ管内の地

域農業再生協議会に特定される場合）は、その「特定される複数の協議会」

単位に区分して報告する。 
②東北農政局福島県拠点は、①にもとづく地域農業再生協議会別主食用作付面

積および「その他」数量の合計を県推進会議に報告する。 
 「その他」数量については、①のなお書きの単位に区分して報告する。 
③県推進会議は「その他」の合計を、以下の考え方により該当地域農業再生協

議会に按分し配置する。 
 

Ａ：地域農業再生協議会ごとの主食用米の「令和５年産作付面積」 

Ｂ：地域農業再生協議会ごとの（１）までの備蓄米を含めて整理した主食用米面積 

Ｃ：＝Ｂ－Ａ 

Ｄ：「Ｃ」が「＋」となる地域農業再生協議会ごとの「Ｃ」の計を計算 

Ｅ：「その他」備蓄米数量の計算    

Ｆ：Ｅの数量を（Ｃが「＋」の）地域農業再生協議会に按分配置 Ｅ×Ｃ／Ｄ 

Ｇ：Ｆについてそれぞれの地域農業再生協議会ごとの単収で面積換算し、該当地域 

  農業再生協議会ごとに貼り付け 
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（按分計算にあたっての留意事項） 

ア Ｄ～Ｆの計算は、①、②により「複数の地域農業再生協議会」が特定される数

量については、該当する「特定される地域農業再生協議会」の区分単位に按分計

算を行う。 

イ ①、②により「複数の地域農業再生協議会」が特定されない（県内全域にまた

がる）数量については、アの按分配置によってもなおＣが「＋」となる「地域農

業再生協議会に対して同様の手順により、按分配置する。 

 
※なお、具体的作業にあたっては、売渡者および売渡者の県組織・地域組織と 
地域農業再生協議会・県推進会議および東北農政局福島県拠点が緊密に連 
携し取りすすめる。 

 

２．具体的すすめ方 

地域農業再生協議会別生産予定面積、引渡予定数量は、「需要に応じた米の生産・ 
販売の推進に関する要領」において、８月２０日までの報告となっていることから、 
以下の日程を基本として取りすすめる。 
  
令和６年６月末   経営所得安定対策等加入期限 

 
７月１７日 売渡者⇒地域農業再生協議会別備蓄米生産予定面積等報 

告書（様式第５－１号）の東北農政局福島県拠点への提出 
 
７月末   東北農政局福島県拠点⇒県推進会議へ報告（その他数量等） 
 
８月１３日 県推進会議⇒東北農政局福島県拠点へ報告（地域農業再生 

協議会別備蓄米面積等）   
  

以上 

 

＜添付資料＞ 

〇地域農業再生協議会別備蓄米生産予定面積等報告書（様式第５－１号） 

 

 

 

 

 

 

 



別紙様式第５－１号

　　年　　月　　日

　農林水産省農産局長　殿

　地域農業再生協議会の代表者　殿

売渡人
住　 所
氏　 名
電　 話

契約番号 ： 〇内米買契第〇〇号

地域農業再生協議会名
生産予定面積

（㎡）
引渡予定数量

（玄米ｋｇ）
単収

（㎏/10a）

計 －

（注３）報告に当たり、電子ファイルも提出すること。（売渡人において、電子ファイルで提出できない場合は、

　　管轄する地方農政局に相談する。）

（注４）複数の市町村にまたがる地域農業再生協議会にあっては、市町村ごとに記載すること。

（注５）電算処理等の理由から上記様式を用いることが困難な場合にあっては、内容の改変を伴わない限り、

　　　必要に応じ様式を変更することができるものとする。

（注２）引渡予定数量の合計は、契約数量とトン単位で一致すること。

地域農業再生協議会別備蓄米生産予定面積等報告書

（ 〇 年産 ）

　需要に応じた米の生産・販売の推進に関する要領（平成２６年４月１日付け２５生産第３５７８号農林水産
省生産局長通知）第５の４の規定に基づき、地域農業再生協議会ごとの生産予定面積等を、下記のとお
り提出します。

記

（注１）単収は、本要領別紙１の第５の２の（３）により設定した単収を記入すること。

３


